
図４ 穂数と籾数の関係 
図２ 登熟歩合と胴割粒発生率 

の関係 

図３ 籾数と登熟歩合の関係 
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（令和３年度実用化技術 手引き） 

品種別胴割粒発生条件と対策 
 

１ はじめに 

 玄米の胴割は被害粒の一つで、米粒に亀裂が入っているものをい

います。胴割粒は高温や急激な乾燥、吸湿により、米粒の外部と内

部にひずみが起こって発生します。胴割粒が多発すると精米時に砕

米が発生し、歩留まりや食味が低下するため、加工・流通の際には

大きな問題となります。近年、水稲の登熟期がかなり高温となって

きており、これまで以上に胴割粒が発生しやすい条件となっていま

す。ここで、福井県の主要品種であるハナエチゼン、コシヒカリ、あ

きさかりにおける胴割粒が発生しやすい条件について明らかにする

とともに、その発生防止対策について紹介します。 

 

２ 技術内容 

 １）胴割粒の発生しやすい条件について 

 ア）ハナエチゼン 

  収量構成要素との相関はなく、出穂後２０日間の平均

気温が２９℃を上回ると胴割粒が多くなります（図１）。こ

の気温が高い場合は水管理に注意し、適期刈取りに努める

ことで胴割粒の多発を防ぐことができます。 

 イ）コシヒカリ 

  登熟期間の気温との相関はなく、寡照年となった平成

２６年を除くと、登熟歩合が悪い年に胴割粒が多くなりま

す（図２）。登熟歩合は籾数や穂数と相関があるので、穂数

を４００本程度までにすることで胴割粒の発生を５％以下

に防ぐことができます（図３、４）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

写真１ 胴割粒 

図１ 出穂後２０日間の平均気温

と胴割粒発生率の関係 
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図５ 登熟歩合と胴割粒発生率の関係 図６ 穂数と胴割粒発生率の関係 
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 ウ）あきさかり 

  登熟期間の気温との相関はなく、寡照年となった平成２６年を除くと、登熟歩合が悪

い年に胴割粒が多くなります（図５）。登熟を良くするためには穂数を過剰としないことが

必要で、胴割粒の発生を５％以下にするためには、穂数が６００本を超えないように栽培

することが重要です（図６）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 技術の効果コスト 

１）令和元年で胴割による格落ちはハナエチゼンで５．４％、１，０７７俵、コシヒカ

リで２４．６％、７，２３３俵、あきさかりで１７％、１，７２６俵である。 
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